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調
査
日　

令
和
４
年
10
月
５
日
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資
材
高
騰
や
物
資
不
足
は

国
際
情
勢
の
変
化
に
よ
り
本

年
は
大
き
く
変
化
し
た
こ
と

は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
町

発
注
の
公
共
工
事
は
入
札
に

よ
り
各
業
者
は
そ
の
応
札
を

以
っ
て
受
注
し
て
い
る
が
、

激
変
す
る
経
済
情
勢
に
、
一

部
は
影
響
を
受
け
た
も
の
の
、

概
ね
問
題
な
く
経
過
し
て
い

る
報
告
を
受
け
た
。

入
札
行
為
を
行
い
、
工

事
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
、

激
変
す
る
経
済
に
は
一
定
の

理
解
は
必
要
で
あ
る
が
、
応

札
す
る
側
に
も
責
任
が
発
生

す
る
。
材
料
等
に
つ
い
て
は

発
注
時
点
に
お
い
て
確
保
は

可
能
と
考
え
る
が
、
実
際
に

施
工
す
る
時
点
に
お
け
る
ガ

ソ
リ
ン
等
の
燃
料
の
高
騰

は
、
多
少
の
幅
は
あ
る
も
の

の
、建
築
現
場
は
も
と
よ
り
、

特
に
土
木
工
事
現
場
に
お
い

て
は
大
型
重
機
や
運
搬
車
両

等
に
直
接
響
い
て
く
る
。
今

後
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
関

係
機
関
と
も
協
議
を
重
ね
、

準
備
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

町
の
公
共
工
事
の
発
注
・

町
発
注
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

総
務
産
業
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

　委員会活動として閉会中に行った所管事務調
査の内容を、各常任委員会は第９回定例会にお
いて報告しました。
※内容は要約されています。報告書の全文はホ
　ームページでご覧になれます。

受
注
に
際
し
て
は
、
同
一
業

者
が
複
数
受
注
す
る
際
に
同

一
現
場
代
理
人
で
あ
っ
て

も
、
施
工
す
る
時
期
や
場
所

に
よ
っ
て
は
法
的
に
問
題
は

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
公
共

工
事
の
本
来
の
目
的
を
考
え

る
と
、
そ
の
品
質
を
担
保
す

る
上
で
、
清
水
町
と
し
て
一

定
の
考
え
方
が
必
要
と
思
わ

れ
る
。地

場
企
業
の
発
展
は
働

き
場
の
増
加
を
意
味
し
、
活

力
の
礎
と
考
え
ら
れ
る
。

調
査
日　

令
和
４
年
９
月
30
日

　

生
活
上
の
困
り
ご
と
に
つ

い
て
、
行
政
が
全
て
の
町
民

個
々
に
向
け
て
対
応
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。
同
じ

区
域
に
住
む
住
民
同
士
が
、

お
互
い
の
協
力
に
よ
っ
て
解

決
で
き
る
の
が
町
内
会
の
大

き
な
役
割
で
あ
り
、
ま
た
、

会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
日
常
の

生
活
に
安
心
感
と
絆
が
育
ま

れ
る
の
だ
と
思
う
。

町
内
会
よ
り
も
大
き
な

区
域
の
防
災
、
防
犯
、
環
境

整
備
、
地
域
福
祉
の
向
上
な

ど
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
よ

り
活
動
し
て
き
た
各
種
団
体

が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

き
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団

体
は
住
民
生
活
の
様
々
な
課

題
に
、
行
政
と
共
に
解
決
に

当
た
っ
て
き
て
い
る
。
時
代

の
変
化
と
共
に
各
団
体
の

役
割
や
取
り
組
む
事
業
に
も

変
化
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
現
在
の
各
団
体
の
活
動

や
役
割
に
つ
い
て
の
理
解
が

町
民
に
広
が
っ
て
い
な
い
こ

と
が
、
町
内
会
に
と
っ
て
負

担
金
が
多
い
と
感
じ
る
要
因

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
各
団
体
が
取
り

組
む
事
業
は
、
町
内
会
か
ら

町
内
会
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

厚
生
文
教
常
任
委
員
会  
調
査
報
告

の
支
え
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

る
の
が
本
来
な
の
か
、
行
政

が
幾
ら
か
支
援
を
行
う
余
地

は
な
い
の
か
、
見
直
す
時

期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。町

内
会
は
会
員
の
減
少

が
進
む
中
で
、
事
業
へ
の
参

加
者
減
少
や
役
員
の
な
り
手

不
足
、
各
種
団
体
へ
の
負
担

金
の
重
さ
な
ど
が
大
き
な
不

安
材
料
と
な
っ
て
い
る
実
態

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

加
入
戸
数
の
減
少
、
交
流

の
停
滞
、
役
員
の
な
り
手
不

発
注
業
務
は
、
今
後
役

場
全
体
で
考
え
る
必
要
が
あ

る
。ま

た
、
役
場
内
の
技
術

者
が
全
体
的
に
少
な
く
な
っ

て
お
り
、
負
担
が
大
き
く
な

る
傾
向
が
見
え
る
。

　

老
朽
化
す
る
施
設
や
更
新

が
今
後
増
え
る
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
備
え
、
計
画
的
な
人
事

は
今
後
必
要
不
可
欠
に
な
る

こ
と
を
指
摘
す
る
。

足
な
ど
の
課
題
は
、
多
く
の

町
内
会
等
で
共
通
し
て
い

る
。
各
世
帯
の
高
齢
化
が
進

め
ば
よ
り
地
域
で
の
見
守
り

な
ど
の
つ
な
が
り
が
重
要
に

な
り
、
子
育
て
世
帯
に
と
っ

て
も
心
強
い
も
の
と
な
る
。

町
内
会
等
が
自
主
的
な
活
動

を
維
持
で
き
る
よ
う
に
、
行

政
は
町
内
会
が
抱
え
る
悩
み

や
課
題
に
向
き
合
い
、
効
果

的
な
解
決
策
を
図
る
こ
と
を

求
め
た
い
。


